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{氏名..芦高勇気 NO. 1 ) 

認知コントロールは、人間が日常生活するうえで重要な役割を果たしているが、その機

能やメカニズムについてほとんど自覚することがない。「認知コントロール」は，その場で

すぐに判断が求められたり，行動を切り替えたり，やめたりすることに関係している。日

常場面で行われる行動は，実際に突然その場に応じてとっさに行動をやめたり，別の行動

に切り替えたりすることが多い。心理学では、このような認知機能にかかわる『マインド

(m血d)Jを研究対象とする。しかし、認知コントロールは非常に柔軟であり無自覚に機能

しているため、日常生活を送るうえで認知機能に関係する fマインド(mind)Jに馴染みが

ない。本論文の序盤では、認知コントロールの研究についてレビューを行った(第 2掌)。

本論文の中盤では、非アカデミックな心理学の概念の調査を行った(第 3章)。日本では、

心理学を学んだことのない学生にとって、心理学は「心(he釘 t)Jをも扱う学問であると考

える傾向が強かった。さらに、日常生活にありふれた認知的活動について実験的検討を行

った。タイピング技能(第 4章)、遅延環境での技能獲得(第 5章)、拡張クロスモーダノレ

ストループ効果(第 6章)について実験的検討を行った。タイピング技能についての研究

は、 1秒間に数回キーを入力することができる熟達したタッチタイピストがキ」ボ}ドのキ

ー配置レイアウトを知らないことを示した。遅延環境での技能獲得の研究では、操船場面

や遠隔操作場面で想定されるような遅延環境での技能獲得プロセスについて、基礎的な実

験を実施して調べた。拡張クロスモーダノレストループ効果の研究では、表語文字である漢

字を刺激として用いることで、言語に関わる認知コントロールを色と文字と聴覚音韻の次

元に分離して調べた。本論文の終盤では、これらの研究の応用展開の場面として、安全工

学への寄与(第7章)について述べた。

第2章

認知コントローノレは認知心理学にとどまらず、臨床心理学、認知神経科学、認知神経心

理学などの分野で広く研究されている。本章では、本論文で取り上げる認知コントロール

に関する理論やモデルについてレビューした。認知コントロールの定義からはじまり、自

動性との関係やインスタンス理論について述べた。本章の最後では、各章の研究の相互の

関連と認知コントロールとの関連を示した。

第 3章

我々はアカデミックな心理学には、文化的な違いがなく、文化的影響から離れて普遍的

であると信じる。アカデミックな心理学はmiildを扱う。しかし、アカデミックな心理学の

初心者や未習得者がもっ非アカデミックな心理学の概念は、自己の文化によって影響を受

けていると予想され、文化固有であると予想される。我々は、日本の学生の非アカデミッ

クな民俗学的レベルの心理学の概念が、情緒を重視するという点で、他の国々の概念と大

きな違いを表すかどうか調べた。この推論が期待される理由は、「心理学ぐpsychology)Jが

日本語の辞書的な定義で rhe紅白として代表的なコア祝念を持っていたためである。我々
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は、心理学を学んでいない者を対象として日本、トルコ、スウェーデン、アフリカ諸国、

中国で心理学の概念について国際調査を行った。調査の結果、日本はほかの国々に比べて

『心理学Jに対して非常に強い「感情」項目の連想を示した。さらに、日本での追加調査

でも同様の結果を示した。非アカデミックな心理学の概念にこのような差異があるとして

も、この問題は、このような国々の大学の初心者にとって心理学の導入教育の方法に問題

を投げかける。

第 4章

本章の冒頭でタイピング技能における階層的コントロールのレピユ}を行った。タイピ

ングは単なる指の運動ではなく、言誇活動に関わる高度な認知活動であることを示した。

さらに、タイピングに関する研究を行う有用性について述べた。本章の後半は3つの実験

(日本でのキー配置の自由再生課題、アメリカでのキー配置の自由再生課題、タイピング

伎能の獲得)を使って、階層的コントロールについて調べた。日本とアメリカでのキー配

置の自由再生課題では、タイプすることに熟達じているにもかかわらず、キー配置の顕在

的な記憶が脆弱であることを示した。この結果は、初，ι守の遂行の顕在的知識と熟達した

遂行の潜在的知識とを結びつける自動化の理論と一貫している。さらに、タイピング技能

の獲得の実験では、新規のキー配列のキーボードを用いることにより、未熟な状態から熟

達した技能までの経過を調べた。新規のキーボードは少数の 8つのキーのみを使用し、短

期間でタイピング技能を熟達させた。日本語のローマ字入力におけるオーバーラップの効

果が、技能習得の初期に現れ技能の熟遣を阻害することを示したが、後期では効果が消失

した。この結果は、繰り返し文字を入力することで階層的コントロールの内的ループを促

進させた可能性を示した。

第 5章

本章では、遅延環境での顕在的なスピードアップの伴わない技能獲得のプロセスについ

て研究した。これまで、スピードアップの伴わない正確性における技能獲得について研究

されてこなかった。コンピュータ画面上で円運動する移動体を目標位置に停止させる課題

を用いた。移動体を停止させる操作から実際に移動体が停止するまでの時間を遅れ時間と

して操作した (2秒、 5秒、 8秒)。遅れ時間の小さい条件では練習とともに正確性が向上し

たが、遅れ時間の大きい条件では正確性がわずかしか向上しなかった。この結果は、記憶

ベースの技能獲得の理論と一貫している。

第 6章

本章の前半では、 Stroop(1935)の研究以来活発に行われてきたストループ効果研究につ

いてレビューじた。特に、視覚と聴覚のクロスモーダルで生じるストループ効果について

焦点を当てた。ストループ効果は注意と自動性のコントロールの研究において最も適した

(氏名.，声高勇気 NO. 3 ) 

コンフリクト課題のひとつである。本章の後半では、クロスモーダJレストループを拡張し、

視覚の色次元と文字次元、さらに聴覚の音韻次元を操作した。 3つの次元を同時に操作した

研究はこれまで符われなかった(拡張クロスモーダルストループ効果)。というのも、欧米

の言語は文字に音頭の情報が含まれるからである。本実験で我々は、文字に音蹟情報をほ

とんど含まない漢字を用い、視覚(色次元と文字次元)と聴覚(音韻次元)で生じる一致

性を操作した。色次元と文字次元の一致性効果(通常の尽トループ効果)は頑健であった。

音韻次元と色次元の一致位効果(クロスモーダル効果)は認められたが、音韻次元と文字

次元の一致性効果はほとんどなかった。 e

第7章

本章では、安心・安全なシステムを構築する際に、システムを運用・利用する人聞に関

わる不適切な操作などが致命的な事故や事件につながる確率を小さくするために、近年の

認知心理学の研究が寄与できる可能性を示した。人間の特性を理解し、システムに組み込

むことで安全性と信頼性が向上するはずである。人間の高次な認知機能のひとつである認

知コントロールを簡便に測定できる装置を開発し、欽酒運転の撲滅や高齢者ドライバーの

認知機能測定を試みた研究事例を紹介した。この装置はストノレ}プ課題の試行聞の関係か

ら測定されるグラットン効果を利用した、従来に比べて簡便で信頼性の高い認知コントロ

ールの測定装置であり、様々な分野での寄与が期待される。
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要 旨

本論文は、最近認知心理学で注目されている「認知コントロールJに関する最新の欧米の 400件の研究
論文のレビューとそれに基づく実証研究をまとめたものである。前半の第二章では、認知コントロール研

究の文献レビューを行いまとめている。第三章では、日本と海外とのコントロールに関係するマインドに

関する国際比較をまとめている。

第四章以下は、技能習得とのそのコントロールに関する研究である。第四章では、タイピング技能が日

本人ではタッチタイピングの割合が大学生でわずか 15%しかなく、アメリカの大学生の 85%以上と大き

く異なっているが、タイピング習得と、キーボードの配置の記憶が無関係であることを調べている。第 5
章は、遅延環境での技能習得を調べて、第6章では、拡張クロスモーダル課題について調べている。第七

章は、安全工学に対する応用をまとめている。

認知コントロールは、人聞が日常生活するうえで重要な役割を果たしているが、その機能やメカニズム

についてほとんど自覚することがない。 r認知コントロールJは，その場ですぐに判断が求められたり，

行動を切り替えたり，やめたりすることに関係している。本研究では第一章で、実験室場面で行われる「認
知コントロールJ研究について、意義と目的を述べている。第二章では、海外の認知心理学では注目され

ているが、まとまって日本では紹介されることのなかった最新の論文をレビューした。認知コントロール

の定義からはじまり、認知神経科学、認知神経心理学などの研究を紹介している。特にストップ信号課題
や課題切り換え、ネガティブプライミングやコンフリクト適応効果、自動性や技能習得の関係、の研究レビ

ューは貴重である。第三章では、国際比較によって、日本人の学生が、 psychologyが扱うものとして mind
だけでなく、 heぽ tも扱うと捉えていたことを実証的に調べた。また他の国に比べて「感情Jに強い連想
をもつことが捉えられた。この観点は従来、日本では問題にされたことがないものであり、内外からの研

究者から高い評価を得、それらのコメントを運営会議で報告している。
第四章では、自由再生課題において、キーボード配置を思い出すことが困難であるということを調べた。

この結果は、初心者の遂行の顕在的知識と熟達した遂行の潜在的知識とを結びつける自動化の理論と一貫

している。この研究は後に、アメリカのVanderbilt大学との国際的な共同研究につながった。第五章は、

スピードアップが見られない正確性のみの技能習得が可能かどうかを、円運動を行うカーソルのストップ
に遅れ時間を挿入した研究で確かめた。潜在的なスピードアップが見られるのカミどうかは今後の課題とし

て残された。第六章は、音声と視覚とのクロスモーダルストループ課題を、視覚カラーパッチから、色の

ついた漢字に拡張した「拡張クロスモーダルストループ課題Jの研究である。この研究は、プライミング

効果の研究として、カラ一次元、ワード次元相互の関係やパイリンガJレの言語についても、研究すること

のできる有効なツールとして有効であることが示されている。

第七章は、安全工学への認知コントロール研究の応用を示している。特に、人間の高次な認知機能のひ

とつである認知コントロールを簡便に測定できる装置を開発し、飲酒運転の撲滅や高齢者ドライバー

の認知機能測定を試みた研究事例を紹介した。

このように、本論文は、研究内容の学問的水準、新規位、独自性及び博士論文としての体裁等の観点か

ら博士(学術)の学位を得る資格を有すると認める。

なお、本研究は、以下の投稿論文に基いている。

氏名・| 芦高勇気

第二章の認知コントロールの文献レピヰ-1士、 『嶋田博行，芦高勇気(2012).認知コントロール:認知心

理学の基礎研究から教育・臨床の応用をめざして培風館iの以下の分担執筆 r1.5.4コンフリクトモニタリ

ング説 -PDPと認知神経科学の接UI-p.27J、 r1.6 比率一致位効果研究のその後の展開ート yプダ

ウンコントロールとボトムアップコントロールの対比一 p.33-41J、 r1.16 課題切り替え p..89-93J、

1.17 階層的コントロールと二重ループ説タイプライテイング p.93-95J、 r2.1.4言語産向からのアプ

ローチ p， 117J 、 f2.1.5 クロスモ}ダノレストループ効果と中国文字(日本語の漢字)の特異性 p.ll~1l9J 、
r2.5 課題切り替えパラダイム p.13←141Jに基づいている.

第三章は、Ashitaka，Y. & Shimada， H. (online Dl:st). The cultural background of the nonacad，阻ic
∞nωpt ofpsychology in Japan: Its implications for.introducωry education in psychology. InternatioI1lU. 
ゐurnaJofPsych(}Jogy. doi:10.1002lijop.12021 . (日本の心理学の非アカデミックな概念の文化的背景:心理

学における導入教育のための意義)にもとづいている。

第四章は、 Ashitaka，Y..&Shimada， II.Gn press). Acquisition. Process ofτ'yping Skill Using 
Hierarchical Materials in the Japanese Langu皐.geに基づいτおり、第六章は、-Ashiぬka:;Y.， & Shimada， 

H. (2010). S位。opeffect with synonymous homographic heterophonic words in Japanese k阻 6i.Fechner 
Day. lnternationa1 Socie止J'for Psychophysics， 26， 541-544と、 Shimada，H.， &Ashitaka，Y. (2010). Are 
Stroop fac出.tati叩姐.din句r色rencee偽 ctsenhanced by an a∞ompanied audiωry word? Fechner Day. 
InternationaJ Society必!l"Psychophysics， 26， 54ι『る548
ω0叫13ω).安全工学への認知心理学の寄与.神戸大学都市安全研究センター研究報告， 17，279ー284に基い

ている。

また参考論文であるが、第四章の研究は、この研究が元になって、 Snyder，.K. -M.， Ashitaka， Y.， 

Shimada， H.， Ulrich， J. E.， & Logan， G. D. (2014). What skilled typists don't know aboutぬe
QWERTY keybo紅 d. Attention， Pero句p的!D &- Psych伊 .hySII伺 76， 162-171. 
doi:1O.3758/s13414・013・0548・4という国際的な研究に発展したことを付け加える。その他、工学系参考

論文(人間工学と教育工学論文詰)が3編ある。
副査の人文科学研究科の喜多教授から以下の評価を得た。

博士学位審査に関する既発表論文の評価

神戸大学人文学研究科 教授

喜多伸一

神戸大学海事科学研究科博士課程後期課程に在籍する芦高勇気氏が提出した学位請求論文「認知コントロ
ールの実験的検討Jに関連し、学術誌lnternationaJゐurna1of PsychoJogy Iこ既に発表された | 

Ashiぬka，Y. &Shi血ada，H. The cultural baCl!:ground of the nonacademic conω，ptofp司ychologyin
Japan:Its implication for introductory education in psychology. 
doi: 1O.1002/ijop..12021 

について、副査の立場から評価します。

この学術誌は心理学に関する国際学術組織InternationalUnion ofPsychological Scienωが、年6号ずつ、
過去 40数年白にわたって発行しており、しかるべき評価を得ています。またインパクトファクターも1.48と

十分に高く、研究者コミュニティからも評価されていると見なせます。

なお私は心理学を第一の専門としておりますが、研究領域は情報科学と神経科学にもわたヲています。情

報科学については、圏内最大の学会である電子情報通信学会でヒューマン情報処理研究専門委員長を務めた

ことがあり、現在は研究会顧問を務めています。また同学会論文誌の編集委員を務めていたこともあります。

研究の社会応用については、総務省「グローパル時代における ICT政策に関ずるタスクフォースjの構成員

を務め、情報通信政策の立案に携わりました。.本来の業務である神戸大学での教育についてば、博士課程後

期課程に所属する大学院生を多数数宥し、日本学術振奥会特別研究員DC1に2".入、 DC2に3人、 PDに5
人を育成しました。上述いたしました論文評価は、これらの経験を持つ者の意見であるとご理解いただけれ

ば幸いです。




